
支所の位置

【山田 地域整備協議会の議論の状況報告】
①の位置に設置の方向で概ね決定。（①と②で比較検討を行う。）
・隣接する生涯学習館と相互に連携使用し、可能な限りコンパクトに設
置することで了承。
・生涯学習館の利用状況等の資料を参考にしながら支所機能を検討する。
・駐車場についての検討を行うこと。

（メリット）
・土木課所有地(公園)で造成がしやすく施工が
容易であり設置も早い

・駐車場のスペースが確保できる
・市バスの停留所が近い
（デメリット）
・生涯学習館、図書館との距離は遠くなる。

山田地域整備協議会 資料１１

①

②

（メリット）
・生涯学習館との距離が近い
・市バスの停留所が近い
・バス事務所裏の敷地も併せて活用を
検討できる
・生涯学習館、図書館との距離が近く
一体的な施設として利用していただ
ける。
・サワラテ緑道公園を駐車場にするこ
とで駐車場の確保がしやすい
（デメリット）
・建物面積が385㎡となる。
・駐車スペースに設置するため、駐車
場の確保が別途必要となる
・敷地裏に民家がある
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山田地域整備協議会

現庁舎敷地

◇現庁舎
庁舎除却の方向で決定
（決定理由）
山田庁舎は昭和４９年建築（４３年経過）
耐震補強の必要性がある
除却して山田地域にない広場にできないか
現実的に建物の利活用は難しい

◇庁舎跡地
高齢者用施設（レジャー、定住促進など）
ＩＴ産業の誘致 合宿所などの宿泊施設
定住促進の分譲地 民間への公募も検討
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稲築地域整備協議会

現庁舎敷地

【稲築 地域整備協議会の議論の状況報告】

◇現庁舎
庁舎除却の方向で決定
（決定理由）
稲築庁舎は昭和２６年建築（６６年経過）
昭和５２年建築の②稲築母子健康センター・稲築住民センター
と④稲築労働会館も除却の方向で了承

◇地域整備対象区画
黄色枠の部分で検討することを了承
赤枠については公民館基本計画で協議中、⑤⑥に他団体の建物
があり、平成４６年度までの借地契約のため協議対象外。

①稲築地区公民館
②稲築母子健康センター
稲築住民センター
③稲築保健センター
④稲築労働会館
⑤商工会
⑥ライオンズクラブ
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稲築地域整備協議会

地域整備

◇庁舎跡地
民間への公募（一体的な整備ができないか）
◇その他
民間事業者施設（ＮＴＴ）は中央部にあり、移設等何らかの
対応ができないか？
除却施設（貸出等の対象者（特に社会福祉協議会）の行先など
を検討し、各活動に支障がないよう取り組んでほしい。
調理場は利用されているので、公民館整備の中で検討すること。
稲築保健センター：そのまま利活用
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碓井地域整備協議会

支所について

公民館施設

現公民館にはホールが無く、碓井庁舎横碓井住民ホールを利用
している状況

碓井庁舎を解体する時には、住民ホールも含めての計画と思われるので、利用者からは存続の要望が出されることが予想される。よって、
対応として、次のようなことが考えられる。
1．ホール部分を残し、研修室等を新設し公民館とする。ただし、既存ホールの耐震補強工事は必要となる。現公民館は閉鎖。
2．現公民館を活用し、庁舎解体により無くなったホールの代替ホ－ルを確保する。
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利用期間としては、第三期電算システムの運
用期間である平成３４年３月までの予定。

使用する部屋としては、現在の２階電算
（サーバー）室と２階ロビー横の電算倉庫を
使用

【碓井 地域整備協議会の議論の状況報告】
◇現庁舎 ・・・ 原案とおりで異論なし
・碓井庁舎が老朽化した後も、山田地域、嘉穂地域と同程度の支所設置を要望。
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◇庁舎前面敷地
食事できる場所、遊ぶ場所（遊具付き芝生広場）などの意見がでている状況

・個人事務所の借地、母子健康センターの取り扱い。
・道の駅から美術館までに回遊性のある一体的な整備が望まれる。
・意見がたくさん出ているため、採用、不採用に拘らず大切に扱ってほしい。

碓井地域整備協議会

支所について
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教育センター

職員室１、研修室２、会議室１、
休憩室１、教室（適応指導教室）
２、相談室２、作業室１、図書・
資料・教具室１、ランチルーム１、
印刷室１、給湯室１を確保

碓井庁舎室内レイアウト（３階平面図）
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嘉穂地域整備協議会

現庁舎敷地

【嘉穂 地域整備協議会の議論の状況報告】
◇現庁舎 ・・・ 庁舎除却の方向で決定
（決定理由）
嘉穂庁舎は昭和４６年建築（４６年経過）
旧校舎については補強もできない状態である。
一体的に開発するために庁舎も旧校舎も解体が必要。

◇庁舎跡地
・定住促進の分譲地
・一体開発
・観光拠点 など
市には公共施設を整備
する財政力はないため、
民間提案型で公募する
ことについて、異論は
なかった。

駐車場
支所
設置

大隈グラウンド

骨子案
大隈グラウンド
運動広場
調整池等の機能を持つ
民間活用ゾーン
民間活用区画とする（公
募）
民間提案がない場合分譲
宅地
嘉穂支所
地域コミュニティの場
駐車場
支所利用
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嘉穂地域整備協議会

支所のあり方

◇支所整備・・・①嘉穂庁舎跡に設置、②夢サイトかほの敷地に設置、
③夢サイトかほ内に設置 で意見がでている状況。
各メリット・デメリット等の比較資料を要求し、次回
協議し、方向性を定める。

（※嘉穂地域においては、１回程度の追加協議を行う可能性あり。）

芝生広場

駐車場

観光拠点案
芝生広場
オートキャンプ場
イベント開催広場
調整池等の機能を持つ

民間活用ゾーン
民間活用区画とする（公募）
嘉穂地域の観光の拠点となる
トイレの設置
民間提案がない場合分譲宅地

駐車場
観光バス、イベント用駐車場
関係店舗やテナント等
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（１）新庁舎事業費（※平成28年3月予算資料より）

①構造：ＲＣ５階程度、免震構造
②延床面積：９，０００㎡
③予算算定条件：設計費、施工費、施工監理費
④施工範囲：本体建築、浄化槽、外構
⑤事業年度：平成２８～３１年度（継続費）※平成28年3月継続費議決

項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 計

測量、調査、設計費 62,096 106,594 0 2,073 0 170,763

施工費 0 0 1,681,350 2,043,416 0 3,724,766

施工監理費 0 0 29,670 29,670 0 59,340

計 62,096 106,594 1,711,020 2,075,159 0 3,954,869

（単位：千円）

※設計に際し、インフラ途絶時の事業継続日数については、
次のとおり設定する。

新庁舎設計に関するBCP（事業継続計画）
電力： 3日間
上水： 7日間
排水： 7日間
LPガス： 3日間

新庁舎建築概要（現状報告）

５ ９５

国の交付税措置Ｅ
Ｂ×７０％

事業費×９５％等Ｂ

市負担金
Ｃ
Ｂ×３
０％

合併特例債を活用した場合の市の負担（金額を１００とした場合）

５ ２８．５ ６６．５

市の実質的な負担額３３．５

市負担
金Ａ
５％

市負担
金Ａ

１００

（１）支所整備事業費

①碓井地域：現庁舎（3,305㎡）の耐震補強工事
②地域整備事業

各地域現庁舎に関する予算

平成２８年度
碓井庁舎耐震補強工事 ５４，８５９千円 決算見込み

平成２９年度
地域整備に関する予算 １９，１９３千円 当初予算

内訳 地域整備協議会関係 ４，５２６千円
計画作成委託業務 １４，６６７千円

平成３０年度以降 ※合併特例債が使える平成３２年度までに以下の項目を終了
させないと以下の見込金額が全て市の負担額となる。

支所設計（２箇所）見込額 １０，０００千円程度
支所設置（２箇所）見込額 ２４０，０００千円程度
庁舎除却（３か所）見込額 ３３４，０００千円程度
庁舎改修（碓井）見込額 改修内容により決定

平成３３年度以降 未定

（１）支所整備事業費

①山田地域：ＲＣ（鉄筋コンクリート）平家建 延床面積：500㎡を想定 現庁舎（5,302㎡）は除却
②嘉穂地域：ＲＣ（鉄筋コンクリート）平家建 延床面積：500㎡を想定 現庁舎（2,690㎡）は除却
③碓井地域：現庁舎（3,305㎡）の大規模改修
④稲築地域：現庁舎（3,129㎡）除却

各地域現庁舎に関する見込み額
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支所の規模及び機能

地域整備の方向性（拠点整備）

10


